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研究要旨：肝炎ウイルス陽性者に対する支援、とくに職域における両立支援を検討するため

に、その支援者に必要となる知識や資質・能力の整理をおこなった。文献調査ならびに先行

研究の精査をおこなった結果、支援者に必要となる知識は行動科学並びに行動経済学に関す

る３つの事項であること、そして支援者の資質・能力としては、コーディネート業務にあた

るうえで必要な３つの力であることが明らかとなった。 

今後は、肝炎ウイルスならではの支援を含め、より詳細に、よい支援を評価するための

軸を検討しつつ、最適なモデル評価に向けて検討を行っていく必要がある。 

令和３年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業）  

分担研究報告書（行動変容評価) 

 

  職域肝炎ウイルス陽性者両立支援モデルにおける行動変容評価 

 

研究分担者：平井 啓 大阪大学大学院 人間科学研究科 

 

 

A. 研究目的 

わが国において、ウイルス肝炎は国民病

と記述される一方で、まだ感染を知らない

ままでいる潜在感染者や、陽性であると知

りながら受診をしていない感染者も多数い

ることが報告されている。そのため、効率

的に陽性者を割り出し、また受診に方向付

けることが喫緊の課題である。しかし、身

体・精神疾患の治療は、仕事や家事との両

立が難しいことや、時間的経済的な損失と

捉えられることも少なくなく、受診行動や

継続した治療へのモチベーションの維持に

は何らかの支援が必要である。 

仕事・家事と治療の両立については、

「両立支援」の枠組みで考える必要がある。

両立のためには、医療の知識と、就業・家

事遂行に関する知識、そしてこれらの現場

をつなぐ協働スキルを有するコーディネー

ターの役割が重要である。とくに、職域に

おけるコーディネーターは患者（陽性者）

とその周辺（上司・部下など）に対して、

これまでの行動から治療と仕事の両立が可

能となるような行動変容を働きかける必要

がある。そして、その行動変容においては

行動科学の知見を応用し、バイアスの理解

や適切なナッジの利用が求められる。そこ

で、本研究では陽性者両立支援モデルの一

部として、治療と仕事の両立のために必要

となるコーディネーターに必要となる役割

を検討し、整理することを目的とする。 

B. 研究方法 
研究班のデータと先行研究の両立・休

職・復職支援を担当する支援者対象のイン

タビューなどを検討材料とし、肝炎ウイル

ス陽性者に対するコーディネーターが有す

るべきである行動科学に関する概念につい

て抽出した。また、医療や産業分野に限ら

ず、他分野・他者を繋ぐコーディネーター

職種の業務や資質について文献調査をおこ

ない、職域肝炎ウイルス養成者両立支援に

必要な資質・能力の整理をおこなった。 
 

C. 研究結果 

職域肝炎ウイルス陽性者両立支援において

必要な行動科学の知識 

 治療と仕事の両立において、就労者は①

損失回避性を有することを念頭におく必要

がある。ウイルス検査を受けない、また陽

性であるとわかっても受診しないといった

態度には、受診・受検することの利得が小

さく、その損失を大きく認識している。こ

の場合、受診・受検に対する損失を回避し

ようとするため、適切な行動を引き出すこ

とができない。受診・受検行動を促すため

には、受診・受検しないことの損失を認識

させ、この損失こそ回避するべきだという

認知に変容させる必要がある。 

また、②現在バイアスをはじめとしたバ

イアスの存在を知る必要がある。バイアス

とは、認知の偏りとして紹介されることが
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多く、現在バイアスや確証バイアス、正常

性バイアスなどが知られている。これらは

意思決定に際して生じることが多く、受

診・受検の妨げとして機能する可能性もあ

る。 

そして、これらの阻害要因を乗り越える

ために③ナッジやリバタリアン・パターナ

リズムといった行動経済学の知見について

の理解を深めておく必要があるといえる。

望ましい行動選択の仕組みを構造化し、有

効に使用できるための知識とスキルを身に

つけておくことが必要である。 

 

支援者に求められる資質 

医療現場に限らず、コーディネートを本

務とする役割は複数あり、これらの人々が

求められる資質能力を整理すると、3つに分

けることができる。第一に、専門知識を適

切に伝える力である。コーディネーターは、

患者（クライアント）よりも専門的な知識

を深く有することが多いが、それを相手が

理解できる形に変容し、誤解を招かぬよう

に伝える知識と技術が必要である。また、

治療や職業だけでなく、メンタルヘルスに

対する専門知識とその介入に関する知識も

不可欠である。第二に、他者の行動変容を

促す力である。多くの場合、現状維持をし

たいと考える人が多い中、たとえば適切な

食生活への変容を促したり（フードコーデ

ィネーター）、都市計画への賛同を求めた

り（再開発コーディネーター）、現在の状

態からの変化に対する意思決定を支援する

役割を担うことが多い。これは、職域肝炎

ウイルス陽性者両立支援においても同じこ

とで、受診や受検を促すためには行動変容

を促す力が必要不可欠である。第三に、多

文化を繋ぐ力である。異なる専門分野や、

これまで知らなかった文化をつなぐことが

コーディネーターの主軸である。仕事と治

療（両立支援コーディネーター）、IT化さ

れていない事業とIT技術（ITコーディネー

ター）など、異なる文化圏を融合させるた

めには、柔軟な思考と対応力、そして多数

の視点切り替えの力が必要である。 

  

D. 考察 
肝炎ウイルス陽性者に対して、職業生活

と治療の両立支援を行うために、必要な知

識と、支援者に求められる資質を分析した

結果、それぞれ3つのポイントが整理された。

これらをもとに支援モデルの検証を行う際

の評価軸を開発することが可能になると考

えられる。ソーシャルマーケティング手法

などを用いることによって、ターゲットを

明確にした上で行動変容を促す支援モデル

の構築を行うことが可能となるため、「よ

い」支援の仕方とはどのようなものか、ど

のように行動変容を促すことが適切な両立

のあり方につながるのかをさらに検討する

必要がある。 

 

E. 結論 
職域での肝炎ウイルス陽性者に対する、

治療と仕事の両立支援の観点から、支援者

に求められる知識と資質についての整理を

おこなった結果、行動科学の知見ならびに

コーディネーターに求められる資質・能力

を適切に有していることが、優良な支援に

つながることが示唆された。 

 
F. 政策提言および実務活動 

なし  
 

G. 研究発表 

1. 発表論文 
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3. その他  

啓発資材 

なし 

 

啓発活動 

なし 

 
H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得            

なし 
2. 実用新案登録 

なし 
3. その他 

なし 
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